
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

引き続き、整備に向けて検討、調整を実施。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和９年度以降の駅前交通広場（北口・南口・東改札口）、創成川上空歩行者動線の整備の工事着手に向
けて取り組む。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

― ― ― ― ― ―

↓

アウトカム
成果指標1

駅前交通広場、創成川上空歩行者動線の整備 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

― ― 広場概略検討 広場予備設計 広場実施設計 広場工事

人工

指標

アウトプット
活動指標1

駅前交通広場、創成川上空歩行者動線の整備 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

5 人工

令和7年度予算額 90,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 5

正規職員業務量 3 人工

令和6年度決算額 87,365 千円 うち特定財源 13,000 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 5 人工

令和6年度予算額 100,000 千円 うち特定財源 13,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

２０３８年度末の北海道新幹線札幌延伸を見据え、国内外から来客を迎える札幌駅交流拠点の魅力を高めるとともに、多様な
交通を支えにぎわいを形成する交通結節機能の充実を図る。

他都市の状況

・富山駅北陸新幹線延伸に伴う交通広場整備、路面電車との接続
・長崎駅西九州新幹線延伸に伴う交通広場整備
・広島駅前再開発に伴う交通広場整備、路面電車との接続

市民参加の実施

令和5年度決算額 30,601 千円 うち特定財源 0

施策名 「都心」では、民間投資が活発化し、新しい時代にふさわしい高次

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

（当初の課題と対応経緯）
２０３８年度末の北海道新幹線札幌延伸を見据え、国内外から来客を迎える札幌駅交流拠点の魅力を高めるとともに、多様な
交流を支えにぎわいを形成する交通結節機能の充実を図る基盤整備方針が必要である。
（新たな課題や社会的ニーズ）
鉄道、バス、タクシーの乗り換え利便性の向上に加え、北海道新幹線の札幌延伸などに伴う、ビジネスパーソンや観光客の増
加を見据えた、更なる交通結節機能の充実をはかる。

事業内容
（何を実施し）

バスターミナルをはじめとした交通基盤の詳細について検討を行い、各事業の進捗に応じ、関係事業者等との調整や各種交通
基盤の設計・施工を実施する。
①交通円滑化の検討
②北口駅前広場の再整備
③南口駅前広場の再整備
④東改札口交通広場の整備
⑤創成川上空歩行者動線の整備

令和６年度の実施内容
①札幌駅周辺交通円滑化検討業務
①創成川通交通円滑化検討業務
②札幌駅北口駅前広場上屋整備検討業務

事業名 札幌駅周辺交通施設調査検討費

評価担当課 所   属 政）総合交通計　交通計画課 電話番号 011-211-2275

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70156


